
【参考情報】

【研究開発提案型企業の株式会社モリタ食材開発研究所の考えを解説。】


株式会社モリタ食材開発研究所は、食品業界において「研究開発提案型企業」として、非常にユ
ニークな立ち位置を確立しています。


その根底にあるのは、「小さな会社で大きな社会貢献を目指す」という明確な理念と、創業者で
ある守田悦雄氏の哲学です。


ここでは、同社の考え方を以下の3つの側面から解説します。

1. 独自の「研究開発」を核とした社会貢献

株式会社モリタ食材開発研究所の最大の特長は、食品メーカーの「社外ブレーン」として、独自の
技術と知見を活かした研究開発を主軸としている点です。


 * 革新的な甘味料技術: 同社は、植物「ステビア」のパイオニアとして、天然甘味料の開発に長年
携わってきました。


この経験から培われた甘味技術は、単に甘さを加えるだけでなく、食品の味の差別化や品質向
上、マスキング（不快な風味を隠す）技術など、幅広い分野に応用されています。


 * 課題解決型の開発: 単に新しい食材を提供するだけでなく、時代のニーズに応える「美味しい味
づくり」や「食品加工製造技術の開発提案」を行っています。


これにより、食品メーカーが抱える課題（例：低カロリー化、健康志向への対応、風味の改善な
ど）を、技術的な側面から解決に導きます。


 * 知的財産の開発助言: 商品開発だけでなく、その技術やブランドを守るための知的財産（商標な
ど）の開発戦略についても助言を行っています。これにより、お客様である食品メーカーの企業価
値向上に貢献しています。


2. 「個人の成長なくして会社の成長なし」という哲学

同社の経営理念は、単なるビジネスの成功に留まらず、社員一人ひとりの成長を重視しています。


 * 「品性の向上」を重視: 「個人の成長なくして会社の成長なし」という精神のもと、社員の品性
の向上を重視しています。

これは、お客様から「安心・信頼・尊敬される」存在になるための基盤であり、結果として、会
社全体の社会的信用を高めることにつながります。


 * 人を育てることの重要性: 創業者である守田氏の哲学「社員が成長すれば、企業も社会も必ず成
長する」は、同社の事業の根幹をなしています。


社員の成長を促すことで、企業としての知恵や技術が蓄積され、より大きな社会貢献が可能にな
ると考えています。




 * 健康経営の実践: 健康経営優良法人に認定されるなど、社員の健康を戦略的な経営投資として捉
えています。社員が心身ともに健康でいることが、創造的な研究開発や質の高い提案につながる
と考えているからです。


3. ステークホルダー全体を大切にする「三位一体」の考え

同社の哲学は、「株主、社員、社会のもの」という、現代でいうステークホルダー資本主義に通
じる考え方が根底にあります。 


 * 株主: 健全な経営と持続的な成長を目指し、株主の信頼と透明性を重視しています。


 * 社員: 社員を企業の力の源泉と考え、成長機会と働きがいを提供することで、個々の才能を引き
出し、誇りを持って働ける環境づくりを目指しています。


 * 社会: 企業は社会の一部であり、安全・安心な商品提供を通じて人々の健康や生活に貢献するこ
とが使命であると考えています。


まとめ

株式会社モリタ食材開発研究所は、独自の甘味料技術を核とした研究開発を強みとし、食品メー
カーの社外ブレーンとして、新しい味づくりや技術開発を提案することで、業界全体の発展に貢献
しています。


その事業の根底には、「個人の成長なくして会社の成長なし」という哲学と、「株主・社員・社
会」の三者を等しく尊重する考え方があります。


このような理念に基づいた「研究開発提案型」のアプローチは、単に利益を追求するだけでな
く、食を通じて社会の課題を解決し、より豊かな食文化の発展に寄与するという、大きな社会貢
献を目指すものです。


同社の存在は、小さな企業であっても、専門性とユニークな視点を持ち、社員の成長を大切にす
ることで、食品業界の未来を創造する大きな力となり得ることを示しています。


この【研究開発提案型企業の株式会社モリタ食材開発研究所の考えを解説】情報は、生成AI
（Gemini）の2025年8月2日回答・情報です。読みやすさを考慮し、ウェブサイトの書式に合わせ
て掲載しております。


生成AIが生成する情報は、その性質をご理解のうえ、「弊社をご理解頂く参考情報」として、ご覧
ください。
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http://www.ajizukuri.co.jp

